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Abstract

　　Radio1arian　fossils　from　the　Cretaceous　Shimanto　Group　in　the　Izume　area，east　of　Uwajima　City，

Ehime　Prefecture　have　been　investigated．Radio1arians　were　obtained　from　mudstone　at　seven1oca1ities

（Fig．3）．

　　In　the　westem　part　o士the　studied　area（Locs．1，2and3），the　radio1arian　fossils　such　as〃め。m〃m

励0伽｛mC0∫械α，n肋m，PSem肋m妙肋Cm∫Cf．刀0m∫m∫4∫，FCf．王m枇〃伽∫，λmμ伽〃伽∫オ㏄肋，〃αCm一

助。cψ∫αcf・αmm∫etc・were・foun早，and　the　radio1arians　may　indicate　Coniacian　to　Santonian　age・

　　In　the　centraエpart　of　the　area（Locs．4and5），radio1arians　whose　assemblage　is　characte㎡zed　by

T励m〃王α，∬oJocηが。cα〃mm　and　P∫m∂o励的。m伽αwere　found，and　the　geo1ogic　age　of　the　strata　is　in一

±erred　to　be　Cenomanian，

　　In　the　eastern　part　o王the　area（Locs．6and7），the　radiolar…an　fossiユs　such　asλmψ肋妙n励κ3切。紐

λm肋eo励吻。m伽α∫gm伽αう。伍〃め。m伽α肋m，竹mm幼。mφαsp．etc．were　found，and　the　geo1ogic　age

of　the　strata　is　inferred　to　be　Turonian．

Key　words：Upper　Cretaceous，Shimanto　Group，radio1aria一

キーワード1上部自亜系，四万十累層群，放散虫．

I．はじめに
　愛媛県宇和島市の東北東約12㎞に位置している愛媛県

北宇和郡広見町出目周辺地域の放散虫化石について報告

する．この地域には上部自亜系の宇和島層群と呼ばれる

地層群が分布している．出目の南方地域の地質や放散虫
　　　　　　　　　　　　　　I）　　　　2〕
化石については山崎・鶴田（1996．1997）ですでに報

告しており，セノマニアンからサントニアンの年代を示

すと考えられる放散虫化石群集が見つかっている．ただ

し放散虫化石から推測される地層群の分布は複雑であ

り，より広範囲の調査が必要と考えられる．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1位　　置　　図
　　　　　　　　　　　大枠内は調査地域（国土地理院発行の20万分の1地勢図r宇和島」を使用）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5〕　今回，愛媛県北宇和郡広見町出目周辺の広見川とその　　　岡・栗本（1986）は，図2の地点Fよりλm〃伽〃伽

支流の三西川に挟まれる地域の調査を行った．調査地域　　　吻。肋，ル。肋eo肋妙。m仇m　sp・，〃め。m〃m　sp・の産出

で認められる岩石および岩相は，泥岩，砂岩，礫岩，凝　　　を，地点Gよりλm助伽m6伽。f一∫わ。肋と〃吻。m伽α

灰岩，および，砂岩泥岩互層である．調査地域の北東部　　　sp・の産出を報告している・しかし，これらの放散虫化

や中部には厚い砂岩層が卓越して観察され，塊状の砂岩　　　石だけからは，詳しい年代決定を行うことはできたい．

層が広く分布している．また砂岩層中には中礫程度の大　　　　大型化石については，図2の地点Aから8m妙〆。mo初一

きさを主体とする礫層を挟在することがある．　　　　　　枇Cf．mmmmo肋”oCemmm∫肋ef∫e郷紅∫オemm紅

　泥質砂岩あるいは砂質泥岩中には稀に大型化石が含ま　　　舳紙工。f。伽。e物∫。∫cf．クeゐ肋mo肋∫，Hemわs妙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6〕れることがあり，1地点でイノセラムスだと数個体の大　　　mm力mm∫みなどの産出が寺岡ほか（1986）　により報

型化石が得られた．また粒の細かい泥岩中からは，放散　　　合されている一地域東部の地点Fからは〃。ce伽mm∫cf．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）虫化石や有孔虫化石を得ることができた．　　　　　　　　尻。倣∫m∫みなどの産出が寺岡ほか（1980）により報告
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　され，そして同」地点から寺岡・栗本（1986）によっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て〃。cemmm∫cf．〃似∫Sp．およびウニの化石の産
　皿．従来の報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出が報告されている．また柳井（1981）は地点BとC

　調査地域周辺に分布する地層群については，寺岡ほか　　　から7mocmmm〕e∫〃。m5兆・地点Dから8〃幼伽mo妙ゐ

（1980）3㍉柳井（1981）4㍉寺岡・栗本（1986）5㍉寺岡ほ　　　aff．ω〃m肋m∫とウニの化石，地点Eから〃。cemmm∫

か（1986）6〕だとの報告がある．放散虫化石に関して寺　　　舳功mm∫必の産出を報告している一
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図2　化石産出報告地点（寺岡ほか，1980；柳井，1981；寺岡・栗本，1986；寺岡ほか1986）

　　　　　　（国土地理院発行の2万5000分の1地形図「近永」を使用）

　これらの産出化石や岩相の特徴より，寺岡・栗本
　　　5）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おぐわ
（1986）は，地点F周辺の地層をセノマニアンの小倉
そう

層01，地点Aからぞの周辺をチューロニアンの小倉層

02とした．また調査地域の西部の国遠の周辺の地層を

コニアシアンの石引層とした．そして小倉層と石引層は

断層関係で接しているとした。

皿．放散虫化石

調査地域の泥岩を採取し，フッ酸処理法により放散虫

　　　　　　　図3化石産出地点
（国土地理院発行の2万5000分の1地形図「近永」「松丸」を使用）
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の検出を行った．多数の種および個体が得られ年代決定

を行うこ・とができたのは，図3に示す地点1から7の7

地点であった．また地点8からはイノセラムスなどの大

型化石が得られた．

　各地点から得られた放散虫化石は以下の通りである一

地点1：λ物尻伽”伽sま㏄肋，λ一sPP、二”c鬼m0肋一

秒。m4切spP．，Cηがαm〃。m肋spP．，〃mαm肋㏄ψ8αcf．

m伽，D物。m伽α〃。伽伽ω∫棚α，ncf．肋m，n

spP．，Pmecomocαηommαsp．，Sチ舳。m肋αsp．地点

2：λm助幼ツ〃伽∫オ。c幼　λ、spP．，λm乃mo”吻。m冴m

spP．，λπ肋eo助m8妙mmmm　sp．，Cηψ切m助。m肋sp、，

〃吻。m伽α伽。幽。づmco∫棚α，皿肋伽，n　spP．，ハmみ

0αm助αc燗。f．王em脆m肋m∫．地点3：〃伽4舳spp．，

λm肋φツmd伽sp．，λ〃尻mo〃吻。m伽αcf．∫g〃mαあ。κλ．

spP．，λm肋eo助。m馳φmmmm　spP．，Cmce肋spP．，〃α一

。α〃チ尻。cαカ∫α　cf．αmcm∫，　jワ4c秒。m4切α　καクα，エ）。spP．，地一

〇∫c4α〃。ωがα　sP．，〃mcomomηommαsp．，P∫e〃一

0m妙伽α偲Cf．刀0m∫em5ゐ，助0n紐吻棚mOmm0㈱紅

S枕尻。m伽αspp、地点4：λm助伽mゐκspp．，ル。尻mo一

励吻。m伽αspP．，Comme肋sp．，〃吻。m〃m　cf．肋伽，

n；PP．，HoJoc倣広。cαm伽m　cf，5〃あ〃地点5：λ俳

力乃幼ツmd倣spP、，・4〃此αeo64c妙mm〃”α82mクmαあ。κλ、spP．，

λm尻mo助。m理ψmmmm　spP．，肋石。cη研。ω〃mm　あ〃あ吻

亙　サmあeク。〃肋サ秘m，　0クあ4c〃2伽mmα　sp．，PmmcOnOcαη0mmα

sp．，」Pse秘dod売妙。〃売加α　spP．，Se±ゐ。c切カ∫α　spP．，T％αmα列α

sp．，X肋∫sb．地点6：λm助伽m吻κ∫彦。c幼λ．spp．，

λm尻mo励吻。m肋α　spP．，〃吻。m伽α　肋m，n　spP．，

P物〃mわsp．地点7：〃4m伽m　sp．，λm〃伽m伽spP．，

λm免mo励吻。m伽α　spP．，λ〃乃mo功。m8助mmmm　spP、，

〃吻。m伽α肋m，n　spP．，〃サm肋mcc〃mm　sp．，ハm一

ゐmわ肋αc郷spP．，巧mm4助。m座αsp．，8地尻。m冴m　spP．

w．年　　代　　論

　地点5を除いた6地点より得られた放散虫化石群集に

はλm助伽m∂物ルC乃m0励吻0m伽α，D物0m〃mが数

多く含まれるのが特徴である．調査地域のすぐ南方の地

域からの放散虫化石群集を報告した山嫡・鶴田
　　　1）
（1996）では，対象とする地域から得られた放散虫化

石群集は大きく2つに分けられるとした．1つはλm一

〃伽〃倣やルC尻mo肋妙。m肋αを主体とするもの，も

う1つは丁肋mα”αや＾e”o肋妙。m”mを多く含むも

のであり，前者をコニアシアン～サントニアンの年代を

示すもの，後者をセノマニアンの年代を示すものと推測

した、今回得られた放散虫化石群集の中で地点5を除い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I〕たものは，群集の特徴からすると山崎・鶴田（1996）

がコニアシアン～サントニアンを示すとした群集に類似

する．

　地点5については，亙。Joc物ナ。cm切m6〃わ”や∬

肋eκm切mが含まれること，そして個体数は少ないな

がらもハmゐ肋妙。m肋αおよび丁乃mαmが含まれる

ことより，セノマニアンを示す群集と推測される．また

地点5に隣接する地点4よりは，多数のλm幼伽〃伽，

λκC励eo〃吻。m伽α，〃C妙。m伽αとともに∬0JOCηカー

ボ。cm伽m　cf、凸〃う〃が少数得られた．肋2oc倣わωm伽m

あ〃あ〃が示す年代の上限はセノマニアンとされており
　　　　　　7〕
（竹谷，1995），地点5に隣接することを考え合わせる

と，地点4の地層の年代もセノマニアンと推測する．た

だし，λm助伽m6舳などを多く含むという群集組成の

特徴からは，より新しい年代が示唆され，さらに群集組

成の詳しい検討が必要と思われる．

　地点1から地点3の3地点からの放散虫化石群集につ
　　　　　　　　　　　　1）いては，山崎・鶴田（1996）がコニアシアン～サント

ニアンの年代と推測した群集に類似している．また〃C一

秒。m伽α∂mo∂eCクmCo∫肋αはチューロニアンからカンパ

ニアソを，PSm6oα〃ψ肋Cm∫王mガC”α切∫はコニアシア

ンからカンバニアソを示すとされており（竹谷，
　　7）
1995），地点1，2，3の地層群の年代をコニアシアン

～サントニアンと推測する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）
　地点6と7の周辺地域には，寺岡・栗本（1986）に

よると，セノマニアンの小倉層が分布する．しかしたが

らセノマニアンを示す放散虫化石は産出せずλm助伽m一

励κ”C肋eo6切。m伽α，D物0m伽αを多数含む群集が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5〕得られた．先に述べたように，寺岡・葉本（1986）は，

地点7に隣接する地点（図2の地点F）から〃。cem－

mm∫Cf．〃あe4を報告し，五ツα”の生存期間がセノマ

ニアン中～後期であるとして年代を推測している．一方
　　　　　　　　3〕で寺岡ほかく工980）　は，同一地点から〃。cemmm∫cf．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8〕尻。う挑msゐたどの産出を報告している．田代（1985）

によれば，五尻。あe左∫m8みの示す年代はチューPニアソ

である．得られた放散虫化石からはセノマニアンよりも

新しい年代が示されることより，地点6と7周辺の地層

の年代をチューロニアン～コニアシアンと推測する．

w．ま　　と　　め

　愛媛県北宇和郡広見町出目地域に分布する白亜系の放

散虫化石を調べた．7地点の黒色泥岩層中から保存の良

好た放散虫化石を検出し，群集組成を検討した．その結

果，調査地域西部の地点1～3の地層はコニアシアン～

サントニアン，中部の地点4と5はセノマニアン，調査

地域東部の地点6と7はチューロニアン～サントニアン

であると推測された．ただし地点4の放散虫化石群集に

ついては，セノマニアンより新しい年代である可能性が

あり，隣接地域からの泥岩層の採取も含め再検討が必要

I2
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と考えられる．

　調査地域内のコニアシアン～サントニァソ，セノマニ

アン，そしてチューロニアン～コニアシアンとそれぞれ

推測される地層群の層序関係については明確にすること

ができなかった．化石からの年代決定をより多くの地点

で試み，時代の境界を詳しく調べる必要がある．

　また本調査地域の南方の松野町五郎丸周辺にはチュー

ロニアンと推測される地層群が分布し，五郎丸西方の松

野町池の端周辺にはセノマニアンとコニアシブンの地層

群が複雑に接し合って分布している（山崎・鶴田，
19961〕 G19972_．そして調査地域の西部からはコニアシ

アン～サントニアンの群集が得られているが，その西方

地域からはセノマニアンやそれ以前と考えられる放散虫

化石群集が，現在までのところ得られている（調査中）．

これらの周辺地域の地層群との層序関係も同時に検討し

て行かなければたらたい．
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